
















ヒトについて最初に確認されたレトロウイルスである human T-Iymphotropic virustype 

I(HTLV-1)に対する抗体のスクリーニング試験が米国食品医薬品局(FAD)により認可され,

輸血用として供与される血液及び細胞成分のスクリーニングにその使用が推奨されている.

これは診断検査としても認可され,HTLV-1 感染との関連が認あられている成人 T 細胞白血

病/リンパ腫(ATL)及び熱帯性痙攣性不全対麻痺(TSP)/HTLV-1 関連ミエロパシー(HAM)の臨

床診断を受けた患者の評価に有効と考えられる.その認可に伴って恐らく今後は広範に使

用されると予想されるので,HTLV-1 試験の結果判定や血清陽性者のカウンセリングにかか

わる医師及び公衆衛生担当者のために以下の情報を提供する.この新しい HTLV-1 スクリー

ニング試験で繰り返し陽性反応を示す血清標本が間違いなく HTLV-1 抗体陽性であること

を確認するためにはもっと特異的な試験が必要であることを利用者に注意するまた,この

スクリーニング試験やもっと特異的な試験でも,HTLV-1 に密接に関連したヒト・レトロウ

イルスである human T-Iymphotropic virus type 11(HTLV-11)に対する抗体との鑑別はで

きないということも承知しておく必要がある. 

HTLV-1は AIDSを起こすものではなく､ヒト血液中にHTLV-1抗体が検出されても,ヒト免疫

不全ウイルス(HIV)感染や後天性免疫不全症候群(AIDS)発生の危険があることを示すもの

ではない. 


